
『常
陸国
風
土
記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て

ー
「
天
人
」
を
中
心
と
し
て

橋

本

雅

之

　

『
常
陸
国
風
土
記
』
（
以
下
、
当
国
風
土
記
）
は
、
そ
の
記
述
に
あ
た
り
し
ば
し
ば
漢
語
を
用
い
る
。
そ
れ
は
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
説
話

を
語
句
の
レ
ベ
ル
で
漢
訳
す
る
．
」
と
だ
と
も
∋
口
え
る
．
そ
の
さ
つ
な
、
表
現
さ
れ
疇
果
と
し
て
の
漢
語
を
目
の
前
に
し
て
我
々
が
ま
ず
　
一

突
き
当
た
る
問
題
は
、
そ
れ
ら
を
訓
読
す
べ
き
か
音
読
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
は
、
ひ
と
ま
ず
す
べ
て
　
　
　
7

を
訓
読
す
る
立
場
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
国
風
土
記
の
本
文
と
対
峙
し
て
み
る
と
よ
く
分
か
る
の
だ
が
、
個
々
の
文
脈
の
中
で
見
　
　
　
一

た
場
合
、
↓
定
の
日
本
語
訓
へ
の
直
訳
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
訓
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
漢
語
本
来
の
意
味
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
例
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
す
べ
て
を
訓
読
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
い
き
お
い
意
訳
的
な
内
容
に
な
ら
ざ
る
を
得

ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
原
文
と
の
間
に
微
妙
な
ズ
レ
が
常
に
つ
き
ま
と
う
。

　
こ
の
よ
う
な
ズ
レ
や
訓
読
の
困
難
さ
が
生
じ
る
の
は
、
当
国
風
土
記
の
文
章
の
多
く
が
純
漢
文
と
い
う
文
体
上
の
規
制
を
受
け
て
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
語
句
の
レ
ベ
ル
で
漢
訳
す
る
場
合
、
も
と
の
日
本
語
表
現
と
漢
語
と
が
完
全
に
一
致

す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
漢
語
と
そ
の
漢
語
の
背
後
に
あ
る
伝
承
と
の
間
に
は
、
述
作
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
す
で
に
あ
る
程
度
の

乖
離
が
生
じ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、
訓
読
に
こ
だ
わ
ら
ず
音
読
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ

れる
も
の
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
そ
れ
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
場
合
に
訓
読
あ
る
い
は
音
読
す
る
の
か
と
い
う
認
定



『常
陸
国
風
土
記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
二

は
、
実
は
極
め
て
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
も
そ
も
ヨ
ミ
に
つ
い
て
の
統
一
的
原
理
が
、
当
国
風
土
記
の
中
に
存
在
し
な
い
と

思わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
は
、
個
々
の
問
題
に
お
い
て
絶
え
ず
訓
読
と
音
読
の
間
を
揺
れ
続
け
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。　

本
稿は
、
こ
の
よ
う
な
困
難
さ
を
充
分
に
認
識
し
た
上
で
、
当
国
風
土
記
の
漢
語
の
ヨ
ミ
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二

　
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
行
方
郡
の
建
借
間
命
説
話
の
中
に
み
ら
れ
る
「
天
人
」
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
本
文
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

（以
下
の引
用
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
、
植
垣
節
也
校
注
に
よ
る
。
〈
　
〉
内
は
割
注
）
。

　
　古
老日
、
斯
貴
満
垣
宮
大
八
洲
所
駅
天
皇
之
世
、
為
レ
平
二
東
垂
之
荒
賊
べ
遣
二
建
借
間
命
↓
〈
即
此
那
賀
国
造
初
祖
〉
引
二
率
軍
士
ハ
　
　
　
一

　
　
行略
－
凶
猜
↓
頓
二
宿
安
婆
之
島
（
遥
二
望
海
東
之
浦
』
時
姻
所
レ
見
、
愛
疑
レ
有
レ
人
、
建
借
間
命
、
仰
レ
天
誓
日
、
「
若
有
二
天
人
之
姻
｝
　
　
8

　
　者、
来
覆
二
我
上
↓
若
有
二
荒
賊
之
姻
「
者
、
去
靡
二
海
中
一
」
。
時
姻
対
レ
海
而
流
之
。
麦
自
知
レ
有
二
凶
賊
べ
即
命
二
従
衆
べ
褥
食
而
渡
。
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（行
方郡
）

　こ
れ
は
、
こ
の
説
話
の
前
半
部
で
あ
り
、
崇
神
天
皇
の
時
代
に
建
借
間
命
を
東
国
に
派
遣
し
て
荒
賊
を
平
定
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
安

婆
の
島
で
仮
宿
し
た
建
借
間
命
の
軍
勢
は
、
遥
か
東
の
浦
か
ら
煙
が
立
ち
昇
っ
て
い
る
の
を
見
る
。
そ
こ
で
建
借
間
命
は
、
そ
れ
が
「
天

人
」
の
煙
か
「
荒
賊
」
の
煙
で
あ
る
か
を
、
ウ
ケ
ヒ
に
よ
っ
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
天
人
」
を
問
題
と
す
る
。

　さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
諸
注
釈
書
を
確
認
し
て
ゆ
く
と
、
多
く
は
「
あ
め
ひ
と
」
も
し
く
は
「
あ
ま
つ
び
と
」
と
訓
読
す
る
。
そ
の
中

で
、
朝
日
古
典
全
書
と
角
川
文
庫
に
は
ル
ビ
が
無
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
両
者
は
訓
読
・
音
読
の
判
断
を
保
留
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
語

釈
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　A
天
孫
系
（
朝
廷
方
）
の
人



　
　
　
　岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
（
秋
本
吉
郎
氏
）
・
新
講
（
井
上
雄
一
郎
氏
）
・
角
川
文
庫
（
小
島
理
禮
氏
）
・
講
談
社
学
術
文
庫
（
秋
本

　
　
　
　吉
徳
氏
）
・
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
植
垣
節
也
氏
）

　
　B
天
孫
系
（
海
人
）
↓
東
洋
文
庫
（
吉
野
裕
氏
）

　
東
洋
文庫
が
海
人
説
を
唱
え
る
の
は
一
応
注
意
さ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
東
洋
文
庫
も
基
本
的
に

は

天
孫を
指
す
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
局
的
に
み
れ
ば
諸
説
一
致
し
て
天
孫
系
の
人
と
考
え
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
岩
波
の
古
典

大
系
の

頭
注を
み
て
み
る
と
「
天
皇
の
統
治
下
に
あ
る
人
。
大
和
朝
廷
の
統
治
に
服
し
な
い
土
着
人
（
土
蜘
蛛
）
に
対
し
て
い
う
」
と
あ

る
。
多
く
の
注
釈
書
が
採
用
す
る
「
あ
め
ひ
と
」
と
い
う
訓
読
は
、
「
天
人
」
が
天
孫
系
の
人
を
指
す
と
い
う
理
解
の
も
と
に
付
け
ら
れ

た
正
訓
で
あ
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
こ
の
訓
釈
に
は
な
ん
ら
問
題
が
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
果
た
し
て
「
天
人
」
を
「
天
孫
」
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　そ
こ
で
、
当
国
風
土
記
に
限
ら
ず
逸
文
を
も
含
め
た
古
風
土
記
全
体
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
そ
も
そ
も
「
天
孫
」
と
い
う
例
は
、
　
　
　
　
　
9

　
　天日
別
命
、
奉
レ
勅
、
東
入
二
数
百
里
⇒
其
邑
有
レ
神
、
名
日
二
伊
勢
津
彦
づ
天
日
別
命
、
問
日
、
汝
国
献
二
於
藁
哉
づ
（
中
略
）
干
　
　
　
一

　
　時
、
畏
伏
啓
云
、
吾
国
悉
献
二
於
天
孫
ハ
吾
不
二
敢
居
一
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
）

　
に

み
え
る
の
み
で
あ
り
、
「
天
孫
」
と
い
う
認
識
そ
の
も
の
が
古
風
土
記
の
中
で
一
般
的
で
は
な
い
。
当
国
風
土
記
に
は
「
天
孫
」
は

一
度も
登
場
し
な
い
。
従
っ
て
「
天
人
」
を
「
天
孫
」
と
理
解
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
当
国
風
土
記
内
部
の
記
述
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
の
で
は
な
い
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
諸
注
釈
書
の
説
明
は
ど
こ
か
ら
生
じ
て
き
た
の
か
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
日
本
書
紀
』

（以下
、
『
紀
』
）
に
お
け
る
「
天
孫
」
の
用
例
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　
語句
の
解
釈
に
お
い
て
他
の
上
代
文
献
か
ら
そ
の
類
例
を
傍
証
と
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
は
認
め
ら
れ
て
よ
い
と
思
う
が
問
題
は
そ
の

妥
当
性
で
あ
り
、
「
天
人
」
の
解
釈
と
し
て
そ
れ
が
相
応
し
い
か
否
か
は
、
ひ
と
え
に
『
紀
』
の
「
天
孫
」
の
吟
味
に
か
か
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
改
め
て
『
紀
』
に
お
け
る
「
天
孫
」
を
確
認
し
て
ゆ
こ
う
。

『常
陸
国
風
土
記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て



『
常
陸
国
風
土
記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て

　こ
の
語
は
巻
一
・
二
・
三
を
中
心
と
し
て
四
十
一
例
（
巻
二
十
四
に
一
例
あ
る
）
を
数
え
、
特
に
神
代
下
に
集
中
し
て
い
る
。
近
年
『
紀
』

に

おけ
る
「
天
孫
」
に
関
し
て
は
、
神
野
志
隆
光
氏
に
よ
っ
て
作
品
論
の
立
場
か
ら
重
要
な
見
解
が
出
さ
れ
た
。
神
野
志
氏
は
、

　
　而
誓
之
日
、
妾
所
レ
娠
、
若
非
二
天
孫
之
胤
↓
必
当
二
憂
滅
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
、
神
代
下
、
第
九
段
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
三

な
ど
を
中
心
に
検
討
さ
れ
、
「
天
孫
」
は
「
天
神
」
の
喬
た
る
こ
と
を
い
う
と
論
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
個
々
の
文
脈
に
お
い
て
は
ニ
ニ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
や
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
を
は
じ
め
、

　
　
今当
レ
置
二
汝
庫
裏
↓
宜
取
而
献
二
之
天
孫
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
、
神
武
即
位
前
紀
）

のよ
う
に
、
神
武
天
皇
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
「
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
」
が
神
武
天
皇
を
「
天
孫
」
と
称
す
る
こ
と
は

理
解し
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
理
解
を
「
天
人
」
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
別
問
題
で
あ

る
。
例
え
ば
当
国
風
土
記
に
は
い
く
つ
か
の
降
臨
神
話
が
確
か
に
存
在
す
る
。
し
か
し
そ
の
降
臨
の
主
体
と
な
る
神
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　ア
、
古
老
日
、
天
地
権
輿
、
草
木
言
語
之
時
、
自
レ
天
降
来
神
、
名
称
二
普
都
大
神
↓
巡
二
行
葦
原
之
中
津
国
一
和
二
平
山
河
荒
梗
之
　
　
　
－
o

　
　
　
　類↓
大
神
化
道
已
畢
、
心
存
レ
帰
レ
天
。
即
時
、
随
レ
身
器
杖
〈
俗
日
、
伊
川
乃
甲
・
文
・
楯
・
剣
〉
及
所
レ
執
玉
珪
、
悉
皆
脱
　
　
　
一

　
　
　
　展
、
留
二
置
弦
地
べ
即
乗
二
白
雲
べ
還
二
昇
蒼
天
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
信
太
郡
）

　
　イ
、
清
濁
得
糺
、
天
地
草
昧
已
前
、
諸
祖
天
神
〈
俗
云
二
賀
味
留
弥
・
賀
味
留
岐
・
〉
会
二
集
八
百
万
神
於
高
天
之
原
一
時
、
諸
祖
神
告

　
　
　
　云
、
今
我
御
孫
命
、
光
宅
豊
葦
原
水
穂
之
国
」
。
自
二
高
天
原
一
降
来
大
神
、
名
称
二
香
島
天
之
大
神
」
天
則
号
二
日
香
島
之
宮
べ

　
　
　
　
地則
名
二
豊
香
嶋
之
宮
↓
〈
俗
云
、
豊
葦
原
水
穂
之
国
、
所
レ
依
将
レ
奉
止
詔
留
ホ
、
荒
振
神
等
、
又
、
石
根
・
木
立
・
草
乃
片
葉

　
　
　
　
辞
語之
、
昼
者
狭
蝿
音
声
、
夜
者
火
光
明
国
。
此
乎
事
向
平
定
大
御
神
止
、
天
降
供
奉
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
香
島
郡
）

　
　ウ
、
珠
売
美
万
命
、
自
レ
天
降
時
、
為
レ
織
二
御
服
べ
従
而
降
之
神
、
名
綺
日
女
命
、
本
、
自
二
筑
紫
国
日
向
二
所
之
峰
べ
至
二
三
野
国

　
　
　
　引
津
根
之
丘
刈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
慈
郡
）

　　
エ
、
即
在
＝
天
神
○
名
称
二
立
速
男
命
ぺ
一
名
速
経
和
気
命
。
本
自
レ
天
降
、
即
坐
二
松
沢
松
樹
八
俣
之
上
↓
　
　
　
　
　
　
（
久
慈
郡
）



に

みら
れ
る
よ
う
に
普
都
大
神
・
香
島
天
之
大
神
・
珠
売
美
万
命
・
立
速
男
命
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
珠
売
美
万
命
に
つ
い
て
は
、
諸

注
釈書
で
は
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
指
す
と
す
る
が
、
こ
の
見
解
に
も
疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
記
事
で
語
ら
れ
る
随
神
と
し
て

降る
綺
日
女
命
は
『
記
』
『
紀
』
の
天
孫
降
臨
神
話
に
登
場
し
な
い
神
で
あ
り
、
当
国
風
土
記
の
こ
の
降
臨
神
話
は
『
記
』
『
紀
』
の
伝
承

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
相
違
点
に
つ
い
て
の
顧
慮
な
し
に
、
い
き
な
り
『
記
』
『
紀
』
の
記
述
を
当
国
風
土
記
の
中
に

持ち
込
む
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
少
な
く
と
も
現
存
記
述
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
当
国
風
土
記
に
は
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
や

ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
登
場
し
な
い
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
以
上
のよ
う
な
検
討
を
踏
ま
え
て
、
当
面
の
問
題
に
戻
る
な
ら
ば
、
『
紀
』
に
お
け
る
「
天
孫
」
を
傍
証
と
し
て
、
当
国
風
土
記
の

「天人
」
を
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
、
当
国
風
土
記
の
「
天
人
」
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
え

て

みな
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

「
天人
」
の
解
釈
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
改
め
て
上
代
文
献
に
お
け
る
用
例
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。
こ
の

語は
、
当
国
風
土
記
以
外
で
は
、

　
　ア
、
且
見
ド
夫
長
髄
彦
稟
性
復
恨
、
不
占
可
・
教
以
・
天
人
之
際
へ
乃
殺
之
帥
二
其
衆
・
而
帰
順
焉
。
　
　
（
『
紀
』
巻
三
、
神
武
即
位
前
紀
）

　
　イ
、
属
ド
天
皇
我
皇
可
レ
牧
二
万
民
一
之
運
い
天
人
合
応
蕨
政
惟
新
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
紀
』
巻
二
十
五
、
大
化
二
年
三
月
）

　
　ウ
、
高
麗
錦
　
紐
解
き
交
は
し
　
天
人
（
あ
め
ひ
と
）
の
　
妻
問
ふ
夕
ぞ
　
我
も
偲
は
む
　
　
　
　
（
『
万
葉
集
』
、
巻
十
・
二
〇
九
〇
）

　　
エ
、
天
女
云
、
凡
天
人
之
志
、
以
レ
信
為
レ
本
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丹
後
国
風
土
記
逸
文
）

　
の

四
例
があ
る
。
ア
・
イ
は
、
漢
語
で
あ
る
が
こ
れ
ら
は
、

　
　亦
欲
下
以
究
二
天
人
之
際
べ
通
古
今
之
変
べ
成
中
一
家
之
言
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
四
十
一
、
司
馬
遷
「
報
’
任
少
卿
書
」
）

『常
陸
国
風
土
記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て



『常
陸
国
風
土
記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て

　
　奉
春
建
レ
策
、
留
侯
演
成
、
天
人
合
応
、
以
発
・
皇
明
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
一
、
班
固
「
西
都
賦
」
）

　
　
往
者
王
葬作
レ
逆
、
漢
詐
中
訣
、
天
人
致
レ
謙
、
六
合
相
滅
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
一
、
班
固
「
東
都
賦
」
）

な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
天
と
人
」
の
意
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
漢
籍
の
中
で
は
こ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
「
天
人
」

を
考
え
て
ゆ
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
国
風
土
記
の
「
天
人
」
が
こ
れ
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
ウ
は
、

七夕
歌
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
天
人
」
は
彦
星
を
指
し
て
い
る
。
『
万
葉
集
』
の
七
夕
歌
の
中
で
彦
星
を
「
天
人
」
と
表
現
す
る
の
は
こ

の
一
例
だ
け
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
の
七
夕
詩
に
こ
の
語
は
な
い
。
ま
た
漢
籍
の
七
夕
詩
に
も
見
か
け
な
い
表
現
で
あ
り
、
極
め
て
珍
し

い

例
であ
る
。
従
っ
て
こ
の
例
は
彦
星
を
指
す
も
の
と
し
て
も
二
〇
九
〇
番
歌
に
の
み
適
応
で
き
る
限
定
的
な
表
現
な
の
で
あ
る
。
一
般

的な
意
味
に
お
け
る
天
上
の
人
を
言
い
表
す
も
の
で
は
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
天
孫
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
。
エ
は
天
上
界
の
人
を
指

し
た
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
羽
衣
型
説
話
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
天
人
」
に
つ
い
て
も
い
わ
ゆ
る
天
孫
を
表
し
た
も
の
で
　
　
　
一

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
吟
味
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
他
の
上
代
文
献
に
登
場
す
る
「
天
人
」
の
い
ず
れ
も
が
、
　
　
　
1
2

当
国
風
土
記
の
解
釈
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　そ
こ
で
改
め
て
、
建
借
間
命
説
話
の
文
脈
を
た
ど
り
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
語
は
、
建
借
間
命
の
発
言
の
中
に
出
て
く
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
発
言
は
、

　
　
若有
二
天
人
之
姻
一
者
、
来
覆
二
我
上
づ
若
有
二
荒
賊
之
姻
一
者
、
去
靡
二
海
中
⇒

と
い
う
対
句
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
荒
賊
」
の
対
に
な
る
概
念
を
含
む
存
在
が
「
天
人
」
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
国

風
土
記
に

お
け
る
「
荒
賊
」
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
か
ら
ま
ず
検
討
す
る
。
建
借
間

命
説話
の
後
半
部
で
は
、
「
誓
（
ウ
ケ
ヒ
）
」
の
結
果
こ
の
煙
が
「
荒
賊
」
の
も
の
で
あ
る
と
判
明
す
る
。
そ
し
て
そ
の
「
荒
賊
」
に
つ
い

て

の
や
や
詳し
い
記
述
が
続
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
　於
レ
是
、
有
下
国
栖
名
日
二
夜
尺
斯
・
夜
筑
斯
一
二
人
抄
自
為
二
首
帥
⇒
掘
レ
穴
造
レ
墾
、
常
所
二
居
住
づ



と
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
二
人
の
首
領
が
い
て
、
し
か
も
穴
居
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
当
国
風
土
記
に
お
け
る
「
荒
賊
」
の

典
型的
な
姿
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
茨
城
郡
の
記
述
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　在
二
国
巣
、
〈
俗
語
、
都
知
久
母
。
又
云
二
夜
都
賀
波
岐
↓
〉
山
之
佐
伯
・
野
之
佐
伯
づ
普
置
二
掘
土
窟
べ
常
居
レ
穴
。
（
中
略
）
狼
性
鳥

　
　情
、
鼠
窺
狗
盗
。
無
レ
被
二
招
慰
（
弥
阻
一
風
俗
一
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
四

　
穴
居し
て
い
る
彼
ら
の
性
情
に
つ
い
て
当
国
風
土
記
は
「
狼
性
鳥
情
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
か
つ
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

　
　臣
以
為
二
狼
子
野
心
↓
難
二
以
レ
恩
納
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
後
漢
書
』
巻
六
五
、
段
穎
伝
）

　
　
旗
足方
遣
騎
、
狼
心
独
未
レ
馴
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楊
畑
、
「
和
三
劉
長
史
答
二
十
九
兄
一
）

な
ど
に
み
ら
れ
る
「
狼
子
野
心
」
や
「
狼
心
」
を
背
景
に
持
つ
も
の
で
あ
り
、
凶
暴
で
教
化
し
が
た
い
人
を
警
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
言
う
な
ら
ば
、
当
国
風
土
記
に
お
け
る
「
荒
賊
」
と
は
、
凶
暴
で
協
調
性
に
欠
け
る
人
々
を
指
し
て
い
る
と
理
解
で
き
　
　
　
一

る
。
夙
に
山
口
昌
男
氏
は
当
国
風
土
記
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
存
在
に
つ
い
て
、
秩
序
に
対
す
る
「
反
秩
序
」
と
し
て
分
類
さ
れ
得
る
こ
と
　
　
　
1
3

を
指
摘
さ
無
・
こ
の
見
解
を
援
用
し
て
考
え
る
な
ら
ば
・
建
借
間
命
説
話
に
お
け
る
弄
賊
L
と
芙
人
」
と
は
・
　
　
　
　
一

　
　
天
人

（秩序
）
・
荒
賊
（
反
秩
序
）

と
い
う
対
立
す
る
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
と
理
解
で
き
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
「
天
人
」
は
、
凶
暴
で
教
化
し
が
た
い

人
々
と
は
異
な
り
、
従
順
で
協
調
性
を
も
つ
人
々
を
言
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
秩
序
の
側
に
立
つ
人
々
が
常
陸
国
に

存
在し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
倭
武
天
皇
の
巡
行
の
際
に
恭
順
の
意
を
示
さ
ず
殺
さ
れ
た
寸
津
砒
古
の
亡
き
後
、
寸
津
砒
売
が
、

　
　引
率
二
姉
妹
べ
信
端
二
心
力
、
不
レ
避
’
嵐
雨
べ
朝
夕
供
奉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
行
方
郡
）

と
い
う
行
動
を
示
し
た
こ
と
か
ら
も
証
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
考
え
る
に
、
「
天
人
」
と
は
「
信
娼
二
心
力
↓
不
レ
避
・

風雨
↓
朝
夕
供
奉
」
よ
う
な
、
従
順
で
温
和
な
存
在
と
理
解
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
「
天
人
」
と

は
、
天
孫
の
系
列
に
属
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
系
譜
的
な
つ
な
が
り
や
、
神
話
的
背
景
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
「
荒
賊
」
に
対
立
す
る

『常
陸
国

風
土記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て



『
常
陸
国
風
土
記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て

社
会的
な
人
間
存
在
や
人
間
集
団
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
用
例
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
方
面
の
検
索
を

し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
相
応
し
い
例
を
漢
籍
に
求
め
る
な
ら
ば
、

　
　脩
レ
時
貢
職
、
入
観
二
天
人
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
二
十
、
「
晋
武
帝
華
林
園
集
詩
」
応
貞
）

　
　栄
レ
子
以
二
天
人
之
大
宝
べ
悦
レ
子
以
二
縦
性
之
至
娯
泊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
三
五
、
「
七
命
」
張
協
）

な
ど
が
参
考
と
な
る
。
第
一
例
め
の
「
天
人
」
は
具
体
的
に
は
晋
の
武
帝
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
李
善
注
が
「
荘
子
日
、
皆
原
二
於

二
不
レ
離
於
宗
⇒
謂
二
之
天
人
二
と
す
る
よ
う
に
、
老
荘
思
想
の
中
で
説
か
れ
る
語
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
そ
の
老
荘
思
想
に

おけ
る
「
天
人
」
と
は
、

　
　
夫
復
詔不
レ
醜
、
而
忘
レ
人
。
忘
レ
人
、
因
以
為
二
天
人
一
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
荘
子
』
庚
桑
楚
第
二
一
二
「
天
人
説
」
）

と
い
う
よ
つ
に
説
明
さ
れ
ゑ
。
の
記
述
は
、
受
刑
者
が
大
屈
辱
を
忘
れ
る
。
と
に
よ
っ
設
の
世
を
忘
れ
ら
れ
る
と
い
う
．
」
と
を
例
と
　
一

し
な
が
ら
、
人
の
世
の
こ
と
を
忘
れ
た
も
の
が
、
自
然
な
調
和
を
保
つ
「
天
人
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
天
人
」
と
は
、
　
　
　
1
4

　
　内直
者
、
與
レ
天
為
レ
徒
。
與
レ
天
為
レ
徒
者
、
知
二
天
子
之
與
レ
己
、
皆
天
之
所
ワ
子
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
荘
子
』
人
間
世
第
四
）
　
　
　
一

　
　不
レ
離
二
於
宗
べ
謂
二
之
天
人
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
荘
子
』
天
下
第
三
三
）

と
あ
る
よ
う
に
、
内
に
心
を
正
し
く
保
ち
天
の
仲
間
と
な
る
者
で
あ
り
、
天
の
道
と
不
離
一
体
で
あ
る
人
を
言
う
。
自
然
な
調
和
を
保
つ

こ
と
や
、
あ
る
い
は
内
に
心
を
正
し
く
保
つ
と
説
明
さ
れ
る
点
、
当
国
風
土
記
の
「
天
人
」
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の

の
、
極
め
て
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
脈
の
中
で
の
意
味
、
す
な
わ
ち
秩
序
を
保
ち
従

順な
人
々
と
い
う
理
解
に
到
達
す
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
や
は
り
乖
離
が
あ

り
、
当
該
例
が
『
荘
子
』
の
例
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
は
、
充
分
に
配
慮
す
る
必
要
が
る
。

　以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
建
借
間
命
説
話
に
お
け
る
「
天
人
」
は
音
読
す
べ
き
か
訓
読
す
べ
き
か
に
戻
る
の
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』

の例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
「
あ
め
ひ
と
」
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
な
表
現
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
も
そ
も
当
国
風
土



記
に

お

い

て
は

訓
読を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
本
稿
と
し
て
は
ひ
と
ま
ず
音
読
説
を
採
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
荒

賊
」
と
の
対
句
関
係
を
重
視
し
、
そ
の
訓
読
「
あ
ら
ぶ
る
に
し
も
の
」
（
新
治
郡
の
語
注
に
よ
る
付
訓
）
に
対
応
す
る
訓
読
と
し
て
、
「
あ

め

ひ
と
」
も
排
除
で
き
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

四

　
近
年出
版
さ
れ
た
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
①
の
解
説
の
中
で
、
小
島
憲
之
氏
は
『
紀
』
の
訓
読
文
に
つ
い

て
、
音
訓
両
用
を
加
え
た
訓
読
文
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
古
風
土
記
を
考
え
る
際
に
も
貴
重
な
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
七

え
で
あ
る
。
古
風
土
記
の
ヨ
ミ
に
関
す
る
問
題
は
、
か
つ
て
小
島
憲
之
氏
が
「
風
土
記
の
述
作
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
訓
詰
の
方
法
が
出

発
点
で
あ
り
終
着
点
で
あ
る
。
訓
詰
の
教
え
を
仰
げ
ば
、
懐
い
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
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一

　
、
〉
’　　
一
、
拙
稿
「
常
陸
国
風
土
記
注
釈
（
一
と
（
『
風
土
記
研
究
』
十
九
号
所
収
、
一
九
九
四
年
十
二
月
）
。

　
　
二
、
本
稿
で
は
、
選
択
可
能
な
訓
読
・
音
読
の
両
者
を
包
含
し
て
「
ヨ
ミ
」
と
い
う
。

　
　
三
、
神
野
志
隆
光
氏
『
古
代
天
皇
神
話
論
』
（
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
十
二
月
）

　
　
四
、
拙
稿
「
常
陸
国
風
土
記
注
釈
（
四
）
」
（
『
風
土
記
研
究
』
二
二
号
所
収
、
一
九
九
六
年
十
一
月
）
。

　
　五
、
山
口
昌
男
氏
『
文
化
と
両
義
性
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
五
月
）
。

　
　六
、
訓
釈
に
つ
い
て
は
全
釈
漢
文
大
系
『
荘
子
上
下
』
（
集
英
社
刊
）
に
よ
る
。

　
　七
、
小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
　
上
』
（
塙
書
房
刊
、
一
九
六
二
年
九
月
）
。

『常陸
国
風
土
記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て


